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背景
社会の動向
• コロナ対策でのオンライン授業
の実施されている。

• ギガスクール構想で一人一台の
情報端末の環境で、自然と大量
の教育データが蓄積されつつあ
る。

• しかし、教育データの取り扱い
について明確な指針がない状態

研究の動向
• ビッグデータ・AI技術の進展

• 教育工学分野では、ラーニング
アナリティクス(LA)の研究が盛
んに行われており、教育データ
を分析して教育改善・学習支援
の効果を出し始めている。

社会全体で、教育データの取り扱いの指針を定
めて、教育改善や学習支援にうまく有効活用す
るための方針を提示することが急務である。
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日本学術会議からの提言

「教育のデジタル化を踏まえた
学習データに関する提言

～エビデンスに基づく教育に向けて～」

2020年9月30日公開

提言内容：http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-24-t299-1-abstract.html
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提言の 概要

③学習データ蓄積のための環境整備 ④教員・LA専門員・研究者の養成

・一人一台の情報端末とネットワークを常時利用可能することにより、本格的
なデジタル教科書や個人適応型学習を実現
・学習データを収集・利活用するための情報基盤システムの構築が必要
・情報モラル・データリテラシーなどの教育が重要

・学習データを活用して授業ができる教員の養成とそれをサポートするLA
専門員の配置
・効果的な教育方法や学習方法、AIによる新たな支援方法を見いだす、
などの研究をできる、教育サイエンティストの研究者を養成
・全国レベルで連結した学習ビッグデータを用いて、教育工学、教育学、
認知科学 などの様々な分野における学術研究を促進

①学習データの種類とその必要性

・学習データの利活用は、個人、組織、国レベルに分類
・時間割や成績、教材、質問紙調査、LMS(Learning Management System)
等の利用による学習プロセスのデータを基本項目として収集
・人工知能(AI)技術を用いて、教師の負担軽減やテーラーメイド教育を実現

常時ネットワークと接続１人１台の情報端末の実現

②学習データ利活用のための制度設計

・小学校、中学・高等学校、大学・大学院までを対象に、まずは、各教
育機関で学習データを教育改善・授業改善のために利活用する。
・次に、次の段階として、学校や自治体などの法人内で収集した学習
データを、各法人が個人情報に適切に配慮した形に加工して国全体
で共有する。
・企業が学習データを囲い込まないように、学習データを学校に提供
するよう、契約時に盛り込む。
・倫理審査委員会のような第三者機関を設けて、学習データの悪用
を防ぎつつ適切に利活用が進むように定期的に見直していく
・学習データの共有のためには、書式や意味（言葉の解釈）、データ
標準化すべき
・学習データを国レベルで管理するための体制づくりと長期的な予算
措置が必要

小学校 中学校 高等学校 大学

学習ビッグ
データ

学習ビッグ
データ

AI

学習ビッグ
データ

データの記録

教育・学習の支援

AI

家庭学習など

授業・講義

情報工学

データ工学

教育学

心理学

認知科学

脳科学

学習データ科学

人間工学/AI

学習科学

教育工学
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どのようなデータを収集するか？

区分 ＃ データの種類 説明

授業・
学習系
データ

1
学習支援システム学習履
歴

デジタル教材閲覧履歴、LMS等の利用
履歴、デジタルノートの内容・履歴

2 デジタルドリル学習履歴 デジタルドリルの回答や正答率等

3 学習者アンケート結果 学習者に対するアンケート結果

校務系
データ

4 学籍情報 学習者の学年等の基本情報

5 出欠席情報 学習者の日々の出欠情報

6 指導計画情報 授業ごとの指導計画やシラバス

7 テスト結果 小テストや定期テスト等の結果

8 成績評定情報 通知表や単位取得等の評定結果

9 教員アンケート結果 教員に対するアンケート結果

10 健康観察記録
学級担任等が朝に行う児童生徒の健
康状態を確認した記録

11 日常所見情報
児童生徒の日々の様子や気付いた点
などを記録した情報

12 保健室利用記録 児童生徒が保健室に来室した記録

*文部科学省．教育の質の向上に向けた効果的なデータ連携・活用のポイントと学校改善事例集．2019年
**１〜９を基本項目として国全体で共有
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どのようにデータを利用するか？
対象 誰のため 目的の例

個人

学習者

・個人に適した教材や問題の推薦による学習効果の向上
・過去や現在の学習データを用いた、理解度の予測など
による、個人の学習状況の把握

教員

・クラス全体や個々の学習者のつまずき箇所の発見など
による教材や授業設計の改善

・自動採点など、学習データの利用による教員の負荷の
軽減

保護者 ・自分の子供の学習状況、学習意欲などの把握

教育
機関

組織の管理者
・学習データに基づくカリキュラムの最適化
・教員や学習者の最適な配置

国
全体

政策立案者 ・エビデンスに基づく教育政策の立案と評価

研究者

・大規模な学習データ、教育学、心理学など様々な分野
から分析して、デジタル環境における新しい教育・学習
理論や現象などを研究

市民 ・教育に関する諸問題をデータを用いて社会全体で議論
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まず、考えないといけないこと

① 国内外の教育データの収集状況からみて日本の進むべき道は？
② どのような手順で国全体で簡便に集めることができるか？
③ 教育データを標準化はどのようにすべきか？
④ 国全体で集めたデータでどんなことができるか？
⑤ 学校現場で教育データの収集・利活用を始めるにはどうしたら

よいか？
⑥ データの利活用によって得られた知見を共有する体制は？
⑦ この他に解決すべき課題は？

これ以降は個人的な見解です。
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①国内外での教育データの収集状況は？
（主にK12で調査）

国 データの収
集範囲

共通IDの
利用

校務系
データ

学習系デー
タ

共通LMSを
利用

教育データ
標準化

日本 X X X X X 検討中
米国 各州 教育用

ID
〇 X X 〇(CEDS)

英国 国全体 教育用
ID

〇 X X 〇(CBDS)

フィン
ランド

国全体 国⺠ID 〇 〇 〇 〇

シンガ
ポール

国全体 教育用
ID

〇 〇 〇 〇

オースト
ラリア

各州 教育用
ID

〇 X △ 〇

参考：令和元年度学びと社会の連携促進事業、経済産業省教育産業室最終報告、2020年3月
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①教育データ収集において日本
が目指すべき方向は？

学習系データ

校務系データ
ありなし

なし

あり
①一人一台の情報端末を利用を
前提に、初等から高等教育まで、
校務系データだけでなく、
細かな学習系データも含めて、
教育データを収集するのは
世界初であり、EBPMはもとより
学術的な価値が非常に高い

②全国で共通のLMSを用いずに
国際技術標準のデータ書式で
データを収集するのも世界初日本

諸
外
国

２つの世界初
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教育データの５階層モデル
エビデンスレイヤー
・どのような学生にどのような介入が効果的か？
・どのような授業設計が効果的か？

教育活動レイヤー（校務系データ）
・成績、出席、時間割、教員アンケートなどの基本データ

学習活動のレイヤー（学習系データ）
• LMS, e-Book, AIドリルなどを用いた学習プロセスデータ

一般ツールレイヤー
• Office tools, Web browsing, mail, slackなど

OSレイヤー
•キーボード・マウスの操作、ログイン・ログアウトなど

教育データ
収集の対象

教育データ
収集の対象外

教育データ
から抽出
教育データの標準化
と共有が重要

〇
〇

×
×

〇
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②教育データの収集方法は？（案1：分散方式）

学校

自治体

教育データ
管理機構

①学校のLRSにデータを収集
②自治体内で名寄せをして、
匿名加工情報にして収集

LRS

LRSLRS

匿名加工情報

匿名加工情報に変換

LRS

・学校では業務でデータ活用するので本人同意は不要
・学校が企業にLMS/LRSの運用を委託
・地域の大学生がサポート
・地域の大学と連携してLMS/LRSを利用

各学校がLMS(Learning Management System)と
LRS(Learning Record Store)を用いてデータを収集する。

企業が教育データを標準の
データ形式でLRSに入れる
よう契約する必要あり！

（第一回教育データの利活用に関する有識者会議で発表済）
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小学校小学校 中学校中学校 高等学校高等学校 大学大学

• 教育用クラウドに（大学・企業の連合）がLMSを複数?提供してLRSにデータを収集
• 教育データの書式や意味の統一は容易
• システムが１つの場合、学生の進学・転向や教員の異動を考えると良い。
• 各学校のシステムの運用コスト・金銭コストは小さい。（共同調達？）

国全体のLRS
匿名加工情報

LRS

LMS/SIS

LRS

LMS/SIS

LRS

LMS/SIS

LRS

LMS/SIS

教育用クラウド（各機関に１つのVMを作成）

②教育データの収集方法は？
（案２：クラウド集中方式）

初等中等教育と
地域の大学が連携して
教育データの利活用を推進
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LMSの機能要件
1. デジタル教材閲覧システムなど他の学習支援ツールと国際技

術標準(LTI)で連携
2. LMSやツール群のログデータをxAPI形式でLRSに出力
上の２つを満たすオープンソースのLMSは、例えばMoodle
今後、国内の商用LMSも国際技術標準に準拠することに期待

LEAF/BookRollについては以下を参照
https://www.let.media.kyoto-u.ac.jp/project/
digital-teaching-material-delivery-system-bookroll/
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教育データ収集の手順

LMS/LRS/教育デー
タの標準化・国全
体でデータ収集す
るための制度設計

公教育の教育デー
タを収集・活用

国全体で教育デー
タを共有してエビ
デンス共有

⺠間教育のデータ
を学校に導入

第一段階

第二段階

第三段階

第四段階

教育データ共有の
ための標準化が必要LMS+LRSの導入
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③教育データの標準化

• xAPI(Experience API)形式: 2013年4月米国ADL
により公開

• LRS (Learning Record Store):あらゆる学習ログ
データを１つにまとめて記録するためのデー
タベース。 LMS等の学習支援ツール群の学習
履歴、成績などのデータをLRSに１つにまと
めて保存しておくと、利用するシステムが変
わっても、⻑期にわたりデータを保存して解
析できる。

• Learning Locker v2: xAPIに対応したオープン
ソースのLRS。

• ログの定義は、基本的はIEEEなどで
既に定義されたxAPIの国際技術標準
に準拠すべき

• 学習支援ツールが教育データ標準に準拠して
ログを出力する必要がある。

（時間がかかる）

BookRollの学習ログは、IEEE Actionable Data Book Profile
（ADB）に基づき規定される。
【記載例】
{

"actor": {
"objectType": "Agent",
"account": {

"name": "1625378“
}

},
“verb”: {

"id": https://w3id.org/xapi/adl/verbs/read,
},

"object": {
"objectType": "Activity",
"definition": {

"extensions": {
"http://bookroll.let.media.kyoto-u.ac.jp": {

“operation_name: “read”;
"contents_id" :  "c4ca4238a0b9b",
"contents_name" : “Sample e-Book",
"page_no" : "1",
“operation_date”: “2018-12-17T03:11:50Z“

}
}

}
}
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④国全体での共有データを用いて
何ができるか？

久⼭コホート：町⺠約8千人を対象に1961年から開始し、追跡率99%で詳細な
データを収集しており、世界的に高く評価され、多くの研究成果を生んでいる。

対象 国全体で共有した教育ビッグデータの利用例
教員 クラスの状況に適した、エビデンスに基づく教育・指導方法

の推薦
学習者 エビデンスに基づく個別最適な学習方法の推薦
学校 他校のデータも利用したカリキュラムの最適化など
国や地域 ・教育ビッグデータを用いたエビデンスの抽出と共有

・エビデンスに基づく政策立案・検証
⺠間企業 ・教材会社：教材や問題集の改善

・EduTech企業：ビッグデータを用いたAIエンジンの洗練化
研究者 ・デジタル時代における効果的な教育方法・学習方法の発見

教育学的：いつ何をどのように教えるべきか？
学習科学的：いつ何をどのように学ぶべきか？

・前向き・後ろ向きコホート研究
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エビデンスの共有・検索サイト

• 日本には同様のシステムが無い！
• 上記システムへのエビデンスの登録は、研究論文を元に手入力されているが、
• 日本はLRSから自動でエビデンスを抽出して推薦する点で世界初を目指す

米国: WWC(What Works Clearinghouse)
• 米国教育省が2002年に設立
• 因果関係が認められるエビデンスの収集

英国：EEF 
(Education Endowment Foundation)
• 英国教育省が2011年に設立
• 実践に役立つエビデンスを共有
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研究例（京大・緒方研究室）

1. エビデンスの自動抽出と推薦
教育データからのエビデンスマイニング
と推薦

2. 効果的なグループ学習による教育方法：
教育データを用いてグループ編成することで
教員の負担軽減と学習効果の向上

3. e-Bookを用いた効果的な学習方法
教育データを用いた⻑文読解能力の向上
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エビデンスの蓄積と利用の概要

研究

実践ポリ
シー

教員、学生、企業教育機関
政府などの
政策立案者

教育工学
学習科学
認知科学
脳科学
などの研究者

①授業で多く起きて
いる問題を発見

②研究者が解決方法を提案

③授業で解決方法を実践④解決方法を政策にとりいれる

⑤政策を検証して
改善策を考える

エビデ
ンス

エビデンスを参考に
して授業を改善
学生に介入

エビデンスの提供や検証

エビデンスを参考にして
政策を立案・検証
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⑤学校現場で教育データの収集と利活用
を始めるには？

1. 学生・教員は常時PCとインターネットを利用した環境
(家に持ち帰る)

2. LMSや学習支援ツールを導入
3. 学生・教職員向けの情報モラル・セキュリティのセミナー
4. 学校で教育データ利活用ポリシーを宣言する

（本人（保護者）同意不要、匿名加工情報として共有）
5. 教科書や補助教材のデジタル版の入手・作成
6. LRSを導入して学校内の教育データをLRSに集約(LRSはLMSに付属)
7. 学生・教員のLAの研修を実施

（システムの利用方法だけでなく、データに基づく授業の組み立て
方、授業改善方法など）

8. LMS等のツールを対面・オンラインなどで常時利用して授業を実施
9. 例えば年に３回、匿名加工情報にして国全体で共有
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教育データ利活用ポリシーについて

• 米国FELPA(Family Educational Rights and Privacy Act)
業務上、正当な理由がある教育機関の関係者は事前同意なしに教育
データのアクセスが認められている。
• 米国K-12 School Service Provider Pledge to Safeguard Student Privacy
• 英国JISC Model Institutional Learning Analytics Policy
• EU LACE project: DELICATE CheckList

日本の動向
• 大学ICT推進協議会AXISが「教育・学習データ利活用ポリシー」のひな
型を策定（主に大学が対象）
https://axies.jp/report/publications/formulation/
• ICT CONNECT 21で「学習者プライバシー宣言書」を議論中
企業によるデータの囲い込みを禁止など
• 国全体で統一した「教育データ」取り扱いのポリシーが必要
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教育のDX支援
研究グループ

教育工学
情報学
教育学
心理学
など

教育データ利活用
推進協議会

支援機関（文部科学省、大学、国立情報学研究所、
国立教育政策研究所など）

参加企業群
システム提供企業
教材提供企業
教育関連産業

参加学校群
小学校
中学校
高等学校
大学

教育委員会など

⑥教育データを収集・利活用する体制は？

• 教育データを収集・利活用のための制度設計
• 教育データの標準化（国際技術標準準拠）
• 教育データの収集と利活用支援
• 現場での問題点やノウハウの共有
• 研究者と現場、企業とのマッチング
• エビデンスの蓄積・政策提案・評価
など

教育データ利活用
倫理委員会

教育データ利活用の実践経験のある者が中心であるべき（特に中堅）
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⑦その他、解決すべき問題点は？

1. 教育データの保存期間を定める：
学校や教育委員会で保有する学習系データ10年、校務系データ20年、
国全体で共有する匿名加工情報は永久

2. デジタル教科書の普及の問題、問題集等の教材の著作権の問題
教科書や問題集はコンテンツの主役、分析の時に内容の共有も必要

3. 教育データ利活用推進協議会や倫理委員会などの体制を早急に構築
データ収集・利活用のための制度設計、ポリシーを策定、共有

4. LMSなどで使う学生のIDをどうするか？
教育IDを利用

5. 地方自治体の個人情報保護条例2000個問題の解消
クラウド上のLMSや各種学習支援ツールにアクセス可能にする。
学校で本人同意なしにデータを収集・利活用して、匿名加工情報し
て共有を可能にする。

6. 教員などの人材育成・研修を推進
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まとめ：GIGAスクール以降の教育のあり方は、
教育データの利活用する第３段階から第４段階へ

従来の情報機
器を使わない
授業授業

情報端末を利
用した対面・
遠隔授業

学習ログを活
用した授業

エビデンスの
蓄積と活用に
よる授業第一段階

第二段階

第三段階

第四段階
GIGAスクール構想

GIGAスクール構想の後

教育データの共有の
ための標準化が必要LMS/LRSの導入

が必要
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お問い合わせは以下まで

hiroaki.ogata@gmail.com
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